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　ドクウロコイボダイ科 Teragonuridaeは，世界中の
温帯海域から熱帯海域にかけて広く分布しており，咽
頭部と食道の間にイボダイ亜目 Stromateoideiの共有
派生形質である食道嚢を有することから，イボダイ
亜目に属する（Doiuchi et al.，2004; Haedrich，1967，
1986; 中坊・土居内，2013）．本科はドクウロコイボダ
イ属 Tetragonurusのみから構成され，ドクウロコイボ
ダイ Tetragonurus cuvieri，ツマリドクウロコイボダイ
Tetragonurus atlanticusおよび Tetragonurus pacificusの 3

種を含む（Abe，1953，1955; Nelson，1994）．日本近海
からはその内，ドクウロコイボダイとツマリドクウロ
コイボダイの 2種が報告されている（e.g. Abe，1955; 

藤田・西野，1966; 岡本ほか，2001）．
　2015年 4月に茨城県那珂湊沖で操業していた底曳網
船によって，1個体のドクウロコイボダイが採集され
た（図 1）．本種は，太平洋・大西洋の熱帯から温帯海
域にかけて広く分布し，日本では北海道，岩手県，福
島県，千葉県，神奈川県，静岡県および三重県からの
記録がある（Abe，1953，1955; Abe et al.，1988; 藤田・
西野，1966; 中坊・土居内，2013; Suzuki et al.，1995）．

茨城県では，1983年 12月に日立沖で採集された 1個
体が県内初記録とされた（Abe et al.，1988）．しかし，
その後，本種は茨城県沖から記録されていない（舟橋，
1998）．県内でドクウロコイボダイが採集されることは
極めて希であり，今回，約 30年ぶりに採集されたので，
ここに報告する．
　計数・計測方法は Abe（1955），藤田・西野（1966）
に従い，標準体長は SLと略記した．標本の撮影と計
測は生鮮時に行い，長さはデジタルノギスとディバイ
ダーを使用し 0.01 mm単位で，体重は電子天秤を使用
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図 1．ドクウロコイボダイ．
Fig. 1.  Fresh specimen of Tetragonurus cuvieri, INM-1-063001, 

343.1 mm SL, from off Nakaminato, Ibaraki Prefecture, Japan. 
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し 0.1 g単位で計測した．ホルマリン固定前に DNA解
析用の標本として右体側の上部中央より約 10 mm角の
筋組織（約 0.2 g）を採集し，99.5 ％エタノールで保存
した．本報告で用いた標本はミュージアムパーク茨城
自然博物館に登録・保管されている．
　標本　ドクウロコイボダイ : INM-1-063001，SL 343.1 

mm，体重 349.1 g，茨城県那珂湊沖（36˚ 20’ N，
140˚ 54’ E），底曳網，水深約 180 mの海底付近，
2015年 4月 18日．採集者 : 五耒靖彦．

　記載　背鰭 19棘＋ 1棘 11軟条，臀鰭 1棘 10軟条，
胸鰭 15軟条，腹鰭 1棘 5軟条，側線鱗数 102，側
線上方鱗数 7，側線下方鱗数 12．体各部の計測
値は SL比（％）で示す．最大体高 18.0，尾柄長
26.0，尾柄高 4.4，頭長 20.6，眼径 3.6，吻長 6.6，
両眼間隔 5.5，第 1背鰭基底長 30.6，第 2背鰭基底
長 10.8，臀鰭基底長 8.9，胸鰭長 10.3．

　　　体は細長く，やや側扁する．頭部および体は櫛
鱗に覆われる．体側鱗は規則正しく斜めに配列さ
れ，しっかりと固着している．尾柄基部には鱗で
覆われた 2本の縦走隆起線がある．口は斜位で，
開顎時に上顎は伸出しない．下顎は上顎よりもわ
ずかに短く，閉顎時は上顎の内側に収まる．下顎
は，前縁の中央部が V字形にくぼんでおり，1列
の犬歯状歯が密に並び，ステーキナイフ状の特徴
的な歯列を形成している（図 2）．背鰭は 2基で，
第 1背鰭基底は長く，第 2背鰭基底の約 2.8倍，
鰭収納溝を備える．第 1背鰭の鰭膜は棘に比べ著
しく未発達で，第 6~8棘間をのぞき不連続である．
また第 17~19棘は非常に小さく鰭膜はない．臀鰭

起部は第 2背鰭起部よりも後方に位置する．腹鰭
は胸位で，その起部は胸鰭起部よりも後方にある．
腹鰭先端は，胸鰭先端の直下に達しない．尾鰭後
縁は深く切れ込み二叉する．生鮮時の体色は全体
が黒褐色．尾柄基部，頭部側面および体側下部に
淡色斑が散在する．筋肉組織は，白色で柔らかく
油分に富む．

　中坊・土居内（2013）は，ドクウロコイボダイの分
布に高知県を含めている．しかし，本稿の執筆にあた
り，各地の記録を調査したところ，高知県での採集記
録はないことが判明した．中坊・土居内（2013）は，
高知の記録について Shinohara et al.（2001）を参考にし
ており，さらに，Shinohara et al.（2001）は，岡田・松
原（1938）の記載を引用している．岡田・松原（1938）
には，「ウロコイボダヒMulichthys squamiceps LLOYD［高
知沖の深海底］」の記述がある．この「ウロコイボダヒ」
という和名は，当時，ドクウロコイボダイ Tetragonurus 

cuvieriとボウズコンニャク Cubiceps squamicepsの 2種
類の魚類に用いられていた．岡田・松原はボウズコン
ニャクを「ウロコイボダヒ」と呼称しており（Abe，
1953），学名についても Mulichthysが Cubicepsの異名
であることを岡田・松原（1938）の共著者である松原
（1955）が言及していることから，岡田・松原（1938）
の「ウロコイボダヒ」はボウズコンニャクである．こ
のことについて，Shinohara et al.（2001）の第 1執筆者
である国立科学博物館の篠原現人氏に問い合わせたと
ころ，記録の収集作業において，学名と和名を別々に
検索したために生じた誤りであるとの返答をいただい
たため，本稿では高知県の記録を削除した．Abe（1953）
は混乱を避けるため，Tetragonurus cuvieriをドクウロコ
イボダイと改名しているが，実際には毒性はないこと
が判明している（Abe et al.，1988）．

謝　　辞

　標本を採集し贈与して頂いた五耒靖彦氏（茨城県日
立市）に深く感謝する．また本報告をまとめるにあたり，
文献を提供して頂いた髙村直人氏（鳥羽水族館），本原
稿対し適切なご助言をいただいた篠原現人博士（国立
科学博物館）に謹んで感謝の意を表する．最後に，ド
クウロコイボダイの分布に関してご教示を賜ったばか
りか，多数の貴重な文献まで送って下さった遠藤広光

図 2．ドクウロコイボダイ頭部．
Fig. 2  Head of Tetragonurus cuvieri, INM-1-063001.
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